
部会長の部会員訪問
各部会の部会長が、それぞれの部会員を訪問。 部会員のみなさまの声をお伺いし、部会の魅力を伝えます。

生活産業製造部会 編

卸売商業部会 編

表望堂

有限会社 藤二商会

津田部会長が「表望堂」を訪問。
島本代表からお話しをお伺いしました。

内田部会長が「有限会社藤二商会」を訪問。
利田社長からお話しをお伺いしました。

同社は、お茶の製造卸売事業者。お
茶の風味を生かしたブレンドなどお
客様からの細かな要望に応えられる
対応力を持ち、厳しい基準をクリア
して「HACCP」の認定を受けるなど、
その高い品質・安全性には定評があ
ります。

取締役社長 利田帯造さんは、この
製品を欧米、アジア等に販売。最近で
は、本所の「京都クリエイティブ海外
展開助成金」を活用し、ドイツの展示
会において、茶の湯体験型ブースを設
置されました。宇治茶の認知度を高
めるプロモーションを実施するなど、

島本さんは、京都の大学で日本画
を専攻され、漆で絵を描く蒔絵と出
逢い、卒業後に漆芸作家に弟子入り
されました。2014年に漆芸作家のご
主人と二人で「表望堂」を立ち上げ、
神社仏閣、美術品の修復を主な仕事
とし、一方で建材としての床壁面、
アートパネル等、日本文化の技術を
継承した、現代に合った漆の形を提
供されています。今年6月にパリ商
工会議所との友好協定締結30周年
を記念して実施された「京都知恵ビ
ジネスメッセ in PARIS」に出展さ
れた感想を伺うと、「漆は日本伝統
というオリエンタルなイメージで
現地に受け入れられ、現地職人との 

左から内田部会長、利田社長

左から島本さん、津田部会長

【生活産業製造部会データ】

【卸売商業部会データ】

部 会 長  津田 雅彦	（関西電力株式会社京都支社 執行役員京都支社長）
部 会 員 数  273件	 （10月23日現在）

部 会 長  内田 隆	 （京都青果合同株式会社 代表取締役社長）
部 会 員 数  744件	 （10月23日現在）

今 後 の 主 な 予 定  
平成31年2月4日

講演会・新年会

今 後 の 主 な 予 定  
平成31年2月19日

例会（講演会）

所属部会員の業種は、生活基盤となるインフラや環境などの製造業とそれに
関連する事業所で構成。年に数回の講演会・交流会、視察見学会、他部会との
合同新年会などを開催。部会事業の内容も工夫し、活発に活動しています。

卸売商業部会が年４回開催している例会では、バラエティに富んだ講師を
お招きし、経営に役立つトピックスをテーマに講演会を開催しています。

代表者／島本 恵未
住　所／京都市中京区三坊大宮町138-1

代表者／利田 帯造
住　所／�京都市西京区樫原上ノ町５

TEL ／ 075-708-8996
事業内容／漆器（製・小）、文化財修復、内装材（製）

TEL ／ 075-381-3338
事業内容／�製茶製造卸販売、茶道具一式卸販売 等

新たな取組にも挑戦されています。
積極的に海外展開する利田社長に

対し、内田部会長は、現在募集してい
る「ベトナム経済視察団」の参加を推
奨。「引き続き、京都商工会議所を活
用して欲しい」と呼びかけました。ま
た、卸売商業部会では、部会員の経
営のヒントになる例会（講演会）のほ
か、部会員間の交流を促進するため、
新たに平成30年11月に「交流会」を
開催する旨説明。部会員にとって有
益な事業の必要性について、意見交
換が行われました。

交流や現地からの発注など繋がりが
生まれ、伝統と現代アートの融合を
アピールできて良かった」と述べら
れました。

津田部会長も漆の伝統と現代アー
トに触れ、その魅力に引き込まれて
いました。今後の目標を伺うと「漆
の伝統を継承し今の暮らしに寄り
添ったものづくりで、新しい世界を
表現したい。また漆といえば表望堂
に聞いてみようと言われるよう身近
な存在でありたい」と思いを述べら
れました。津田部会長からは、「本所
事業を通して、異業種交流ができる
ので積極的にご参加いただきたい」
と協力のお願いをしました。
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